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「蒸
発
乾
固
以
降
に

起
こ
る

事
象
」 

に
つ
い
て

な
ぜ
回
答
が
な
い
の
か
！ 

 

四
月
一
八
日
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で
山

崎
誠
議
員
（
立
憲
）
が
、
再
処
理
工
場
で
起
こ
り
う
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
重
大
事
故
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
、
川
田
龍
平
議
員
、
福
島
み
ず
ほ
議
員
か
ら
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

政
府
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
会
で
の
対
面
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
の
は
、

今
回
の
山
崎
議
員
が
初
め
て
と
い
え
ま
す
。 

山
崎
議
員
の
、
資
料
に
基
づ

く
真
直
な
質
問
に
対
し
て
、
山
中
伸
介
原
子
力
規
制
委
員
長
の
答
弁
は
、
質

問
に
答
え
ず
、
は
ぐ
ら
か
す
内
容
で
あ
り
、
山
崎
議
員
の
「
質
問
に
答
え
て

い
な
い
、
理
事
会
で
協
議
の
上
然
る
べ
き
見
解
を
委
員
会
に
報
告
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
請
に
、
平
将
明
委
員
長
は
「
後
刻
、
理
事
会
に
て
協
議
す
る
」

と
し
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

、 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
廃
液
貯
槽
の
破
裂
を
定
義
し
て
い
る 

私
が
、
再
処
理
は
撤
退
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
の
は
、

事
故
の
リ
ス
ク
で
す
。
規
制
委
員
会
は
、
停
電
な
ど
で
冷

却
が
喪
失
し
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
温
度
が
上
昇
し
て
行
っ

て
も
「
蒸
発
乾
固
で
止
ま
る
」
と
し
、
そ
の
後
の
溶
融
や

揮
発
、
爆
発
な
ど
の
科
学
的
評
価
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
で
は
危
険
な
事
象
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
定
義
で
も
「
貯
槽
の
破
裂
」
を
記
し
て
い
る
。 

再
処
理
工
場
は
高
温
高
圧
に
な
ら
な
い
施
設 

再
処
理
工
場
は
原
発
の
よ
う
に 

高
温
高
圧
に
な
る

施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
大
事
故
と
し
て
臨
界
事
故
、

蒸
発
乾
固
、
水
素
爆
発
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
複
数
同
時

に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
事
故
対
応
に
時
間
的

余
裕
が
あ
る
。
大
容
量
電
源
へ
の
依
存
度
も
低
い
。
可
搬

型
設
備
で
対
応
出
来
る
。
放
出
放
射
能
も
数
テ
ラ
ベ
ク

レ
ル
程
度
で
あ
る
。 

 

山崎誠議員の

 

  

山
崎
誠
議
員 

山
中
伸
介 

原
子
力
規
制
委
員
長 

山
崎
誠
議
員
は
「
何
故
、
審
査
は
蒸
発
乾

固
ま
で
し
か
、
想
定
し
て
い
な
い
の
か
？
」

と
質
し
ま
し
た
が
、
山
中
規
制
委
員
長
は
、

「
再
処
理
工
場
は
原
発
と
違
っ
て
高
温
高

圧
に
な
ら
な
い
施
設
だ
。
事
故
も
急
速
に

は
進
ま
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
、
安
全
の
た
め
に
原
子
力
規
制
を
す
る

日
本
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
質
問
に
向

き
合
わ
な
い
は
ぐ
ら
か
し
の
議
論
で
、
看

過
で
き
な
い
無
責
任
な
答
弁
で
す
。 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
事
故
の
事
象 

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
、
冷
却
し
て
い
れ
ば

高
温
高
圧
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
電
源
が
途
絶
え
る
と
反
対
に
崩
壊
熱

で
高
温
に
な
り
沸
騰
を
始
め
ま
す
。
蒸
発

乾
固
後
、
硝
酸
塩
と
有
機
物
等
に
よ
る
爆

発
の
危
険
が
増
し
、
爆
発
し
な
い
場
合
に

は
乾
固
物
が
さ
ら
に
溶
融
し
揮
発
し
、
放

射
能
の
大
量
放
出
が
始
ま
り
ま
す
。
起
き

れ
ば
想
像
を
絶
す
る
巨
大
事
故
に
な
る
と

し
て
ド
イ
ツ
は
早
々
に
撤
退
し
ま
し
た
。 

ガ
ラ
ス
固
化
の
見
通
し
な
く
、 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
始
め
た
の
か
？ 

二
〇
〇
五
年
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
強
行

さ
れ
た
時
、
発
生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
は
ガ
ラ
ス
固
化
す
る
と
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
技
術
が
欠
陥
だ
ら
け
で
失

敗
。
現
在
も
失
敗
続
き
で
す
。
従
っ
て
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
危
険
な
液
体
と
し
て

工
場
内
の
タ
ン
ク
に
貯
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
停
電
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

衆
議
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
い
つ
で
も

見
ら
れ
ま
す
。 

国
会
中
継 

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委

員
会
（2024/04/18

） (youtube.com) 

  

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=ZlmO0HDC4lY
https://www.youtube.com/watch?v=ZlmO0HDC4lY


                                  
 

 

                                   

                                   

              

3.11 大震災の被災原発

左
の
図
は
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
日
本
列
島
の
下
へ
滑
り
込
ん
で

行
く
プ
レ
ー
ト
型
地
震
の
説
明
図
で
す
。
女
川
原
発
は
日
本
海
溝

に
近
接
し
た
位
置
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
最
も
地
震
や
津

波
に
襲
わ
れ
や
す
い
原
発
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
牡
鹿
半

島
周
辺
の
断
層
分
布
図
を
見
る
と
直
下
型
地
震
に
よ
っ
て
原
発
が

大
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

三
・
一
一
震
災
で
、
女
川
原
発
に
は

波
高
約
一
三
ｍ
の
大
津
波
が
押
し
寄

せ
、
わ
ず
か
八
〇
㎝
の
差
で
直
撃
を
免

れ
ま
し
た
。
し
か
し
流
入
し
た
海
水

で
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
八
台

中
二
台
が
使
用
不
能
と
な
り
、
高
圧
炉

心
冷
却
系
が
停
止
、
地
震
の
影
響
で
送

電
線
が
被
災
、
外
部
電
源
五
系
統
中
四

系
統
が
不
通
と
な
り
、
四
月
に
は
一
号

機
の
高
圧
電
源
盤
で
ボ
ヤ
が
発
生
、
二

年
後
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
レ
ベ
ル
２
と
さ
れ
、
紙

一
重
で
大
事
故
を
免
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
も
地
震
に
見
舞
わ
れ
二
号
機

原
子
炉
建
屋
の
剛
性
が
三
割
に
低
下

な
ど
劣
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
東
北
電
力
は
本
年
九
月
に
二

号
機
を
再
稼
働
さ
せ
る
と
し
、
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。 

注
：
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（国
際
原
子
力
・
放
射
線
事 

象
評
価
尺
度
）
評
価 

原
子
力
災
害
に
つ 

い
て
七
段
階
に
分
け
て
い
る
国
際
評
価
。 

レ
ベ
ル
２
は
「
異
常
事
象
」
。
福
島
原
発 

事
故
は
レ
ベ
ル
７
の
「
深
刻
な
事
故
」
。 

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
誘
致
の
狙
い 

 

講
演
会
で
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｃ
（
ラ
ジ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ

（
国
際
直
線
素
粒
子
衝
突
加
速
器
）

の
岩
手
へ
の
誘
致
の
問
題
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
「
最
先
端
技
術
研

究
」
の
大
宣
伝
の
か
け
声
の
裏
、
岩

手
に
原
発
廃
棄
物
を
持
ち
込
も
う
と

す
る
動
き
が
あ
り
、
大
い
に
警
戒
す

る
べ
き
と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｒ
Ｍ
Ｃ
に
つ
い
て
は
市
民
運
動
の
成

果
に
よ
る
、
実
質
開
店
休
業
状
態
に

な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
特
に
十
数
年
前
か
ら
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
警

戒
を
要
し
ま
す
。
実
際
に
そ
の
音
頭

を
取
っ
て
い
る
の
は
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
群
が
る
三
菱
重
工
等
の
企

業
群
で
「
最
終
処
分
場
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

セ
ッ
ト
で
ど
う
か
」
や
「
高
レ
ベ
ル

廃
棄
物
の
短
半
減
期
化
に
加
速
器
を

利
用
す
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た

事
実
が
あ
り
ま
す
。 

二
〇
年
の
操
業
後
に
つ
い
て
、
未

だ
施
設
が
ど
う
な
る
の
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
初
三
〇
～

五
〇
㎞
の
施
設
が
、
二
〇
㎞
に
縮
小

さ
れ
た
こ
と
も
奇
妙
で
す
。 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

場
建
設
は
国
策
で
あ
り
、
以
前
か
ら

岩
手
が
最
適
地
と
さ
れ
て
お
り
、
警

戒
が
必
要
で
す
。 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液 

タ
ン
ク
で
冷
却
し
保
存
中
。 

電
源
喪
失
で
巨
大
事
故
の
恐
れ
あ
り 

 

このような貯槽タンクに

東日本を壊滅させる程

の、高レベル放射性廃

液が貯まっています。 

「
天
恵
の
海
」第
１
４
０
号
・
２
２
９
号
よ
り 

 

巨
大
事
故
を
、 

 
起
こ
さ
ぬ
う
ち
に
引
き
返
え
せ
！ 

女
川
原
発
周
辺
の
断
層
分
布
図 
東
北
電
力
作
成 


